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研究成果の概要（和文）：

本研究は、ディドロによる「生命学」」(sciences de vie)の分野での『百科全書』項目寄与
の具体像を明らかにし、18世紀フランス啓蒙思想におけるその射程と意義を、本文批評的
観点から実証的に示すことを目的として進められた。特に初期段階における本文研究を実
施し、その結果、解明されない部分の多い『百科全書』揺籃期のディドロの思想的発展に
関し、基礎的研究に立脚した新しい解釈を打ち出した。

研究成果の概要（英文）：

This philological study is to delineate the contribution of Diderot's Encyclopedia 
Articles, by focusing in particular those concerning life sciences, and to assess the 
scope and meaning of his words in Enlightenment thought. Analysis of the first 
volumes of this dictionary have informed the constituent aspects of the formation of 
philosophical and medical thought of Diderot, as the importance of knowledge of 
contemporary discourse as Universal Dictionary of Medicine, Robert James. 
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１．研究開始当初の背景
申請者は、1996 年に『百科全書』ディド
ロ寄稿項目において引用が明示せぬまま利
用された生命学的分野の典拠の一部を確定
し、これをディドロ寄稿項目本文と比較する

材源研究によって、本文の生成過程を具体的
に明らかにした。
ディドロによる『百科全書』執筆項目に関
する本文批評研究は、これまで主に「哲学史」
および「文法」（言語定義ないし言語認識論）
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的な領域への寄与について進められてきた。
ところが、医学・生理学を中心とする同時代
の科学思想を核に、「生命」や「身体」に関
する独自の唯物論哲学に昇華させた「生命
学」に関わる項目へのディドロの寄与の解明
についての研究は、散見されてきたものの部
分的なものに留まっていた。執筆者の上述の
研究は、同領域における本文批評の未確定部
分のいくつかを解明しようとしたものであ
る。それはまた、まとまった『百科全書』本
文批評研究としては、国内初の試みでもあっ
た。 
『百科全書』における「生命学」の主題を
ディドロの執筆項目に即して進める研究が
これまで立ち後れてきたことには、理由があ
る。『百科全書』において哲学史や言語関連
項目がほぼ独立したカテゴリーとして立て
られているのに対し、医学・生理学にとどま
らず、美学・哲学・文学・道徳学・政治学の
諸相を含む「生命学」関連の諸項目は、必ず
しも独立した分類項目の下に統合されてお
らず、自律的なコーパスとしての切り分けが
難しかったのである。ディドロにおける「生
命学」思想のこのような領域複合的な側面は、
1998 年-99 年度の申請者の科研費採択研究
（「ディドロと十八世紀『生命学』」採択番号
10710238）、明らかにされた点であった。
計画を進めるにあたり、申請者は次のよう
な予備的成果をえている。
①『百科全書』本文データベース構築をめぐ
る文部科学省調整費受託研究において研究
代表者として研究プロジェクトを組織し、ま
た同研究を引き継ぐ科研費研究に研究分担
者として参加して行なってきた、『百科全書』
本文データの蓄積を推進する研究。本文につ
いては第 7巻までデジタル撮影を終えた。 
②『百科全書』本文研究の理論的枠組みの進
展。 
③ディドロ執筆項目をモデルとした『百科全
書』本文批評校訂研究。
④仏国立図書館所蔵刊本ジェームズ医学万
有事典とディドロ執筆項目本文との比較照
合。 
⑤慶應義塾大学所蔵『百科全書』パリ版本文
の異同研究。
⑥名古屋大学所蔵『百科全書』ジュネーヴ版
本文異同研究。

本応募研究では、以上の研究成果を発展
させ、ディドロ思想研究上の欠落部分であっ
た『百科全書』における「生命学」に関わる
領域を網羅的に調査し、これまでその位置づ
けの明確にされてこなかったテクスト群を
系統的に分析した。これによって、『百科全
書』編纂期におけるディドロの「生命学」の
展開が明らかにされた。

２．研究の目的
『百科全書』研究においては、その基盤とな
る本文研究は遅れた状況にある。同書は 150
名近くの執筆協力者の寄稿によって成立し
たが、原稿はほぼすべてが散逸しており、研
究者・読者の多いディドロ執筆項目について
すら、その本文校訂はなお不徹底である。
本研究の目的は、ディドロ執筆項目を申請
者の蓄積してきた本文研究の方法論で解析
し、その基盤の上で『百科全書』における「生
命学」関連の諸項目を初めて体系的に読み解
こうとすることである。またディドロの唯物
論における『百科全書』編纂期の役割を解明
し、『百科全書』研究に新たな理論的枠組み
を与えることである。本研究の独自性は、共
同性・集団性に支えられた〈辞書〉という、
文学・思想研究において従来取り上げられる
ことの少ないテクスト群を対象に、その構造
の特性と生成の具体像を厳密な方法的視座
に照らして解明することである。

３．研究の方法
本研究では、対象を『百科全書』全体では
なく、デジタル処理を終えた第 1巻から第 7
巻までに限定した。その上で、『百科全書』
本文に固有の問題を解明する部分と、ディド
ロの「生命学」の展開を照らし出す部分との、
二つの側面から研究を進めた。
①『百科全書』ディドロ執筆項目の本文の位
相、すなわちその分類、典拠、参照項目や、
また執筆者のみならず、他の執筆者の執筆項
目への編纂者としての寄与などを含む全体
像を構造的に解明した。執筆者不明である無
署名項目や、著者記号の誤記と思われる項目
に踏み込み、ディドロの執筆項目の新たなコ
ーパスを構築した。
②同時代の医学・生理学文献を始め、ディド
ロが利用している生命学分野の材源を特定
し、『百科全書』本文との異同を解明した。
また、ディドロの「生命学」概念が、百科全
書的知の連鎖においていかに複合的、重層的
なネットワークとして展開しているか明確
にした。

４．研究成果
（１）『百科全書』ディドロ執筆項目に関す
る従来の研究の問題点を見直し、書誌学的な
再検討を加えることにより、本文の位相を新
たに多角的に解析した。ここでは特に、
①各項目がいつ、どのような方法で書かれた
か、その本文生成に関わる研究、
②〈辞書〉としての『百科全書』の特異なテ
クスト構造に直結したさまざまな特性――
特に本文がいかなる分類体系のなかに位置
づけられているかを解明する、分類体系研究、
③同じく、本文中に他の項目への参照指示が
どのように、いかなる頻度でなされているか



を系統的に分析する参照研究、
の三つの観点に即して検討し、その特徴をデ
ータ化して導出し、特に次の点を取り上げた。
（２）著者確定方法に関する新たな仮説の構
築と検証。
『百科全書』では一般に項目冒頭や末尾にそ
の著者を示す符号がつけられているが、完全
ではなく、欠落や誤記もある。従来ディドロ
執筆項目として知られる項目以外に、数多く
の項目にディドロが関与している可能性が
あるが、未解明の部分が多い。上述（１）お
よび次の（３）の成果により、ディドロの執
筆項目として抽出されたものとほぼ同型の
本文構造（生成、分類、参照、典拠）を具え
た無署名項目を特定、ディドロの執筆項目と
同定した。
（３）同時代の医学・生理学文献など、典拠
としてディドロに利用されている周辺分野
の材源の収集と探索、およびその解析。
①ジェームズ『医学万有事典』、②パリ王立
科学アカデミー「報告」および「摘要」、こ
れに加え、『百科全書』が先行モデルとした
③チェンバース『サイクロピーディア』を中
心に解析を進めディドロにおける「生命学」
の複雑な概念的広がりと多層性を明らかに
し、『百科全書』期のディドロの思想的発展
に関する新提言を行なった。
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